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あ 4 2 3 9 12 12
い 3 3 2 8 6 4 10
う 6 1 2 9 13 1 1 3 18
え 3 3 6 4 1 2 6 13
お 3 1 2 3 9 14 2 3 19
か 6 1 1 2 10 12 4 3 19
き 4 2 2 2 10 7 2 7 16
く 7 1 2 10 13 6 1 20
け 7 3 10 6 13 3 22
こ 4 3 1 8 8 4 1 2 15
さ 5 2 1 2 10 6 2 4 12
し 4 3 3 10 11 4 4 19
す 6 1 3 10 15 2 3 20
せ 6 1 2 9 13 2 2 17
そ 5 1 6 18 1 19
た 3 8 11 16 3 1 20
ち 5 1 3 9 15 2 17
つ 6 1 1 8 13 5 2 20
て 6 2 2 10 13 1 2 16
と 2 1 1 4 9 9
な 3 4 7 3 2 1 4 10
に 5 2 3 10 5 11 3 19
ぬ 9 9 9 4 3 3 19
ね 2 1 3 3 9 9 3 6 2 20
の 6 2 8 9 4 1 2 16
は 4 1 1 2 8 18 1 3 22
ひ 4 2 3 9 3 2 8 4 17


















都道府県 お く こ す ね ひ 平均
園内（幼稚園） 10 10 8 10 5 11 9.0
校内（小学校）
50
(300)
40
(240)
25
(150)
25
(150)
35
(210)
28
(170)
33.9
(203)
 　表４における幼稚園での園内研修と小学校での校内研修の日数とで，どの都道府県
においても園内研修は校内研修よりも少ない。平均値では，園内研修は校内研修のわ
ずかに26.5％の日数である。１章で述べたように，幼稚園においては非常勤講師の派
遣が適用外になっているため，初任者研修を通常の仕事に加えて行う現状がある。そ
の結果，多くの時間を研修に充てることができなくなっていると考えられる。
６．まとめ
　幼稚園と小学校での初任者研修の日数と実施場所の実態を調査することで，幼稚園
における初任者研修の問題点を明らかにすることを試みた。その結果，園外・園内研
修ともに小学校での校外・校内研修に比べて大幅に少ない日数であることが分かっ
た。幼稚園における初任者研修を小学校同様に充実させるためには，幼稚園等に対し
ても法定研修としての初任者研修を適用し，非常勤講師を派遣できるようにすること
を検討すべきである。
　幼稚園における研修日数をどの程度増やすことが適切なのかを調査することは今後
の課題である。そのために，研修を担当している教育センターや幼稚園・小学校教員
に対する実態調査をする必要がある。
付　　記
　本論文の一部は，日本乳幼児学会第27回大会（2017年11月12日，福岡県）で発表
した［13］。
8深谷和義・朴信永／小学校と比較する公立幼稚園教諭初任者研修の現状と課題
■注
１） 「当分の間」となっているが，初任者研修は1989年に施行されてから継続しており，幼稚園等
においては今後も適用されないままの可能性がある。
２） 幼稚園等の初任者に対する研修は，教特法附則第４条で適用しないとされていることから，初
任者研修の名称を用いずに新規採用教員研修としていることが多い。しかし，本論文においては，
小学校での初任者研修に合わせて同じ名称で記載している。
３） 教育職員免許法は一部改正が2016年に公布されており，免許状の取得に必要な最低単位数に係
る科目区分の統合が決まっている。その場合にも合計単位数は幼稚園51単位，小学校59単位で変
わらない。なお，科目区分の統合に係る改正規定は2019年から施行するものとされている。
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